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創
立
100
周
年 

記
念
歌 

 

10
月
20
日
（
土
）
に
本
校

体
育
館
で
創
立
100
周
年
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 
こ
の
式
典
に
際
し
て
、
様
々

な
記
念
行
事
が
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
に
、
創
立
100
周

年
記
念
歌
の
創
作
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。 

 

本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
こ
で
も
取
り
上
げ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。 

 

今
本
校
で
は
、
10
月
20
日

の
記
念
式
典
で
行
う
生
徒
に
よ

る
記
念
歌
の
披
露
に
向
け
て
、

全
員
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。 

 

『兵庫県立加古川西高等学校創立 100 周年記念歌』 

作詞：橋本麻由（65 回生） 作曲：小脇聖菜（66 回生） 

１ 流れゆく今を重ねて 

先の時代へつなげていく 

すべての出会いと今の形を 

いつの日も誇りと胸に抱き 

百のそれぞれの想いの中に立ち 

未来の歴史を共に創りつづける 

積み重ねられたこの日々が 

かけがえのないものであるように 

次の日々もぼくらがそうしていきたい 

ぼくらが祝い力となろう 

加古川西の新たな夢へ 

２ めまぐるしい景色の変化を 

今のぼくらは知らずにいる 

同じように変わりゆく自分の姿に 

ふと気づく時が来るはずと 

百の月日を重ねた校舎に立ち 

過去の歴史を共に紡ぎ続ける 

ぼくらの中でこの場所が 

かけがえのないものであるように 

この場所にとってぼくらもそうなりたい 

ぼくらが祝い支えとなろう 

加古川西の新たな希望へ 

 

ちょっと一言  校歌とか制服というものは、その時代を共に過ごした方々の思いが詰まってい

ます。卒業生の方々が同じ制服を着た生徒を見て誇らしく思っていただけるような学校にならな

ければと思います。校歌もそうです。西高には３つの校歌があります。郡立高等女学校、県立加

古川高等女学校、そして県立加古川西高校です。記念式典では記念歌とともにこの３つの校歌

を、誇りを持って声高らかに歌いたいと思います。 

 

 
 

 

(左)作詞：橋本麻由さん 

(右)作曲：小脇聖菜さん 

記念歌の曲調は、音の高低が少しあるのですが、全体的にはよくまとまった聞きやすい歌に

なっています。記念式典当日に全校生が歌うのを楽しみにしています。 


